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前期に引き続いて『微分・積分』の内容を標準的な問題を用いて学習する。夏休

みにかけて基礎力がついたと思うから， 2学期からは実戦力をつけることを目標に

している。やや程度の高い問題も含まれているが諸君の頑張りでマスターしてもら

いたい。

講義の方法は前期と同じであるが，次の点に留意して学習してもらいたい。

1．週一回の授業で時間的に少ないから，教科書，参考書などで，基本事項の確

認をしておくこと。

2．毎回4問ずつ解説するから，前もって自分で考え， ノートに解いてみること

（解けない場合は途中まででよい）。

3．90分の講義では問題の要点をつかむことを心掛けること。 ’

4．必ず復習して重要事項を完全に覚え込むこと。

5．理解できないところがあれば遠慮なく質問して身につけること。

、

以上であるが，数学は簡単に実力がつくものではない。時間をかけてコッコッ努

力することが大切であるから途中でくじけないように頑張ってもらいたい。

0
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第ユ匡画

【1】次の極限値を求めよ。

(1) lim(3x+1+A/W房可三FなｱTF~T)
Z→一●■

｜
一

元ｎ
．
１Ｓ元

②lim
藩-.0

ﾍ/面~平~王7丁一Lg_r_4_a=cが成り立つように，定数α，
元2

b,【2】等式1im
エー。,0

cの値を定めよ。

－4－
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勢 亀＆

1ざ
の

《

【3】中心O,半径γの円上に定点Aと動点Pがある。点Aにおける円の接線に点

Pから下ろした垂線の足をHとするoZAOP=8 (0<8<7r) , 8に対応す

る弧APの長さを’とするとき塁w器言=仁二二ｺ,Ew-E:-E二コ
である。

一F

"】①関数/(”)-{:.加美十器簑鯏菫｝
が元＝0で連続になるようにαの値を定めよ。

②／(免)ﾗ雲"+'+gz2+6%+1がすべての実数zに対して連続となるよ
必入可、 z2画十1
・八釦

うにα， 6の値を定めよ。

’

－．5－



幻U 凸 ､

』 』

第2匡画

【5】 （1） を求めよ。

②畑)-(等今。 のときプ'（1）＋ア"（1）一｛f'（1）}2を求めよ。

【6】 /(か墓1等芸菫芋とする｡このとき了(一昨ロ,(2)-口。

’(麦)言□である｡畑)の定義域において､ '(元)は連続でない点を口
個もち，微分可能でない点を仁.個もつ。

－6－
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I

【7】定点（1， α）から曲線ツ==gエヘ，異なる2本の接線を引くことができ

るようなαの値の範囲を求めよ。

ー

一の夕

１
１

’

【8】 2曲線C! : j/=(ze" ' C2 :y=6Z2 (@Z , 6>0)がある共有点で共ゞ

通の接線Iをもつ。

(1) a, 6の関係式を求めよ。 ‘

②接線Iの方程式をbを用いて表せ。また, Iはつねに定点を通ることを示せ。

③曲線Cl,接線Iおよびy軸によって囲まれる図形の面積をSl,曲線C2,

接線Iおよび夕軸によって囲まれる図形の面積をS2とするとき，比S1 :S2

を求めよ。

－7－
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第S匡画

【9】関数'('､m'+3､:+=sin3"について
（1） ブ(元)の導関数はア'(元)＝（匡。OSX+こ.)co証一一可免と表される。

②f(z)の0≦z≦兀における極大値の大きな方は仁二コ極小値は[－－1で

ある。

【10】 （1）関数ツ==Ze-z2+zの極値を求めよ。

②2次関数ア（エ）＝α元2+bZ+cに対して, F(x)=ze（霊）で定義さ

れた関数ツ=F(z)が極値をもつためのα, 6, cの条件を求めよ。
１
１
１
１

－8－
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ゆ ●

【'1】関数'(か姜鵠(｡>0)について,次の問いに答えよ。
（1） f'（元）＝0となる元の値を求めよ。

②(1)で求めた元の値をα， β（α＜β）とする。このとき， βと1の大小関係

を求めよ。

③0≦元≦1におけるア（苑)の最大値が1であるとき， αの値を求めよ。

【12】曲線ツ=3--e"の上の点P(r, 3-e')

においてこの曲線に法線を引き， これと勇軸との

交点をQとする。

（1）点Qの元座標をrの関数として表せ。

②点pがこの曲線上を点A(-1, 3-g-')か

らB(1, 3-g)まで動くとき， 元軸上の点Q

の動く範囲を求めよ。ただし, eは自然対数の

底であって, g2-3e+1の値は正である。

瓶

PC

－9－
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第4厘コ

-z］ について【13】 関数プ(x)=zg

１
１

ブ（元)の極値を求めよ。I (1)

Ze-z]="②方程式 の解の個数を求めよ。ただし， たは定数とする。

【'4】⑪エ>0のとき‘．と告ズ'の大’
を求めよ。

②関数ツ=(1+z)e-“のグラフを書け。

の大小を比べ， それを用いて limZe-z
雰→‐

I
１
０
０
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
２
Ｎ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
門
Ⅱ
、
刷
り
ｎ
町
川
Ⅱ
Ｎ
即
Ⅱ
Ⅲ
岬
四
Ｆ
届
Ｆ
■
■
■
■
［
■
■
■
■
■
■
■
町
旧

β
■
■
■
旧
旧
■
日
日
目
■
■
■
■
■
山
一
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●

【15】次の不等式が成り立つことを証明せよ。ただし, gは自然対数の底である。

（1） 元〉0のときユ,6g('+x)>'+'｡g-4=
元 元＋2

②"が正の整数のとき’-('+芸)"<百号手丁

【'6】 mを実数とし,関数岬)=姜圭子とする。
（1） ツーア（元）が極値をもたないための， 洞に関する条件を求めよ。

②虎を実数とし， 胴＝2のとき，方程式々＝ブ（元）の解の個数を求めよ。

-ll-

｜
’
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第SE。

【17】次の計算をせよ。

Ｌ

可

司

ｌ

ｌ

Ｉ

ｊ

ｌ

ｌ

／洲｡‘…① ノ了鶚爾‘”②

災'〆，．．｡'…③災‘(”+諄澤2)‘エ③

ｌ
１
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
可
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｊ
■
４
１

(0≦‘≦舌）【18】 ア(X)=sin(冗一α） とするとき，次の各問いに答えよ。

④'一好ｱ(元)‘%の値を求めよ。

②'一伽(")'‘%を‘で表せ。
③ノの最小値とそのときのαの値を求めよ。

-12-
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0● ＠■轟

【19】 （1） 関数了（元)はつねにブ（元）＝ア（一元）を満たす。このとき，

1:手豐言-‘"-"〔"'‘”±なることを示せ。

庭辿王‘”を計算せよ。(”

il+e-"

’

【20】各蒻に対して, 2つの関数抑)=sin2"-sin"とg(X)=c･S勇一告
の値の大きい方馴”'で表す｡このとき〃(〆)‘”を求めよ｡“■

－13－
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第6匡画

"('岬‘'を満たす関数地)を求めよ。【21】等式ア（”）＝”＋2

〔'，川不定積分ノ "sin元α兎を求めよ。

②実数‘に対してF(の菫ル-Lz IsinZdZ±おくときF(d)の剥、
○

値を求めよ。

-14-



心

上
z＋l

／(')‘'一夛睾丁を満足している。【23】関数ブ（免)が

①定数αの値とf(%)を求めよ。

②y=gエf(")の極値を求めよ。

かinr-cosr)drで定義する｡区㈲【24】 元の関数ブ（元)をプ（節）＝

’
0≦元≦2冗におけるア（夷)の最大値および最小値を求めよ。

-15-
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第7［亘I

【25】 （1）連続関数ブ（元)の原始関数の1つをF(z)とするとき，

災加)‘"-川-分(〆)‘〆

②任意の%〔0≦%≦')に対して不等式〃(')‘'≧］
”続関数ｱ(〆)についてル'(%)‘”≧号となること‘

r≧1

となることを

次の等式を導け。

－元2 を満たす

示せ。

【26】次の極限値を定積分で表し， その値を求めよ。

Q+:)Q+g①‘=聖去'｡ga+ 昊）)Q ・……・ C+¥）冗 刀

②ノー聖圭(〃γ=~I~+A/Z~z~=~Z~z+……+痂呵;丁）

③X=聖圭(〃庫T+2､/菰Fｱ+……+〃F両丁）

-16-
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1

【27】 （1） 次のα”， 6”を求めよ。ただし， 刀は自然数とするも

炉加…‘"‐工:妄｡｡｡｡…α凧＝

‐

②級数逗 (6"一α"-1)の和を求めよ。
何.画1

n

S"=2" 7

上＝1

冗

T"=Z々3とおく｡
と＝1

【28】

('' すべての自然数刀に対して､不等式晉<S"<
ことを示せ。

②理券を求めよ。

(刀十1）8 －1
が成り立つ

8

-17-
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第SE。

【29】 曲線ツ=log("+1)-1と，曲線のツ軸との交点における接線， および

勇軸によって囲まれる部分の面積を求めよ。

【30】 曲線ツ:=g2エ上の点P･における接線と元軸との交点をQとする。線分PQ

を対角線とし， 鄭軸上に1辺をもつ長方形を作る。

(1) この長方形が正方形となるような点Pの座標を求めよ。

②この長方形が曲線ツ:=92zによって分けられる2つの部分の面積の比は，

Pの位置によらず一定となることを示し， その比を求めよ。

-18-
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｡
卜

【31】関数f(Z)､1+sin")(1+cosX) (0≦元≦2茄）は元=r~3で最大

値匡二コをとり， 兎＝E二コで最小値E－1をとる。曲線ツーブ(”）と勇

軸および2直線元＝0， ズー2兀で囲まれた部分の面積はF~可である。 また

曲線ツ=f(")のグラフの概形はr－－可である。 ただし，変曲点は記入しなく

てよい。

【32】曲線ツ=log瓦と兎軸および2直線”=p, %=p+1 (0<p<1)で

囲まれた部分の面積をs(p)とする。ただし, logは自然対数を表す。 S(p)を

最小にするpの値と, s(p)の最小値を求めよ。

’
’

-19-
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第9匝訶

側曲線γ=伽｡‘〆(0≦%≦舌)と両軸によて囲まれる図形を元軸およ‘
ツ軸の周りに回転してできる2つの立体の体積が等しくなるようにだの値を定め

よ。

（瓢%1．僅々－，を用いてよ:j【34】曲線K: jj=z210g元がある。

(1) Kの概形を描け。

②原点を通るKの接線Iを求めよ。

③K, Iおよび直線ズ=a (0に十分近い正の数）とによって囲まれた図形

（ただし， 元≧αの部分）を冗軸の周りに回転して得られる立体の体積を求め

よ。また， この立体の体積をV(a)とするとき, 1imV(a)を求めよ。
α→＋0

－20－
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【35】正の数'に対して曲線γ-告(｡"+‘-ゞ)①0≦元≦‘の部分の長さを
s(r)とする。

(1) s(r)を求めよ。

②lim{オーlogS(r)}を求めよ。
r→‐

【36】”平亨上を動く点P(x, y)の時刻'における位置がz=1+号r2 ,
jj=1+tz(t≧0)で与えられているとする。

（1）点Pの描く曲線の接線の傾きが1となる時刻roを求めよ。

②点Pが時刻r=0から r=roまでの間に動く道のりを求めよ。

-21-
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第:lOIn

【37】微分方程式器=兎(2ﾂｰ1)を初期条件｢兎=0のときツー1｣のも
とで解け。

’

【38】平面上の曲線Cが＃分方程式器一美謡$を満たす。
（1） 曲線Cは，点(－1， －1）を通る。このとき曲線Cの方程式を求めよ。

②①で得られた曲線cと,直線γ=…とで囲まれた図形の面積が号で
あるとき， αの値を求めよ。

’

－22－
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G

棚災芭"(,)‘,-("'一%-2)畑〕-ﾕを満たす微分可能な関数
ア（元)を求めよ。

Ⅲ関数伽)は微分可能でル'')r("-')d'-fic'を満たして・
る。 ア（元)を求めよ。

－23－
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J(r)をrで表せ。x(r),【41] rの関数元(t), J(t)が次式を満たすとき，

ただし， 元（0）＝0， ツ（0）＝0とする。

i 亘，

【42】 （1） 関数ア（元)が微分可能であるとき， （元2＋1）ブ（元）の導関数を求めよ。

②等式（冗2＋1）ブ′(")+2%/(")=ZsinZ, f(0)=1を満たす関数

ブ（夷）を求めよ。

③lim/(")の値を求めよ。
＝→●●

－24－
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【43】 夷＞0に対して定義された関数fがあって，曲線ツープ（元）の上の点

(兎′(元))におけるこの曲線の接線はいつも点(号兎-制を通ると｡
や

つ◎

④念{響}を元の式で表せ。
●

②曲線ﾂｰ'(元)が直線γ=2元ｰ号と接するように'(工)の形を定めよ。

【44】曲線ツーア（元）上の点P(", j/)における接線が， 元軸およびy軸と交わ

る点をそれぞれQ, Rとする。点Pは常に線分QRを2 : 1に内分する。

（1） この曲線が満たす微分方程式を求めよ。

②①の微分方程式を解け。

③二のうち､点ら〃)を通る曲線の方程式を求めよ。

－25－
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第1zE。

【45】曲線ツ=ce-"+"2-2Z+2 (cは定数）について，次の問いに答えよ。

d) 曲線上の点(xO, yO)における接線の方程式を求めよ。

②(1)で求めた接線はcによらず定点を通る。その定点の座標を(p, 9)とおく

とき, p, 9を元0の式で表せ。

③元0が実数全体を動くとき，②で求めた点(p, 9)の軌跡を図示せよ。

側"(か"‘－11'+''｡‘' (%>－1)±お《とき鞠'･曾等’
を求めよ。ただし， α＞1とする。

－26－
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王“ ただm'刈〆-｢-]A恩‘〆dz=｢-ｺでありハ・加dx=｢一ｺ【47】

だ伽加炉｢弓である｡肱がって定伽‘に対し℃

ルー‘oM-‘…)‘‘ｴ薑｢－－]である。I=

ゆえに, Iはα=[二二コ, 6=[二二コのとき最小値E=可をとる。

Ⅷ閉区間{器]を定義域とする媒介変数’を用いて”座標平面上の曲
線c上の点の座標(f(r),g(r))は右

隠二三音”のように表される。

このとき，曲線Cと元軸および2直線

”-/(苦) %=ｱ(舌)とで囲まれる図形の面積を求めよ。

－27－
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第13厘コ

9p
●

【49】 αは0＜α＜1を満たす定数とする。閉区間［0， 1］で定義された関数

ツーズ･＋（1－瓦)･のグラフの凹凸を調べ，最大値，最小値および対称軸を求

めて， グラフの概形をかけ。

側関数'(元)-斤%-')｡-’‘'につい℃
①曲線ツーア（夷）の概形をかけ。

②曲線ツーア（元）上の点(q, f(q))における接線と免軸, "軸との交点を

卓
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■
■
■
■

（美｜ ）,iml
α→Oa

を求めよ。それぞれ(X,, 0), (0, Y!)とするとき，

＊
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元
【51] f(")= とする。

元2一元十1

（1）関数ア（元)の極大値と極小値を求めよ。

②"(”)-"(')‘′とおく｡ ,<%<』を満たすすべての〆につい℃
等ﾕ<F(1)が成り立つことを証明せよ。

【52】 ブ(Z)=Z"logZ(刀は正の整数）とおく。

①ブ（元）の導関数および不定積分を求めよ。

②曲線ジープ（元）と元軸に挟まれた部分のうち， 2直線元＝1と冗==g

の間にある部分を， 元軸の周りに回転してできる回転体の体積を求めよ｡
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